
オール大村でつくる

みんなのひろば
オール大村でつくる

▼郷土の先人をまんがで紹介

大村出身の先人たちをより理解してもらうことを目的に
市文化・スポーツ振興財団が作成した「まんがおおむら人
物伝② 長与専斎」が市へ贈られました。この本は市内小
中学校の図書室やミライonなどで読むことができます。

▼春の多良山系を駆け巡る

野岳湖公園ロザ・モタ広場を発着点に「第7回多良の森ト
レイルランニング」が開催されました。郡岳～五家原岳の
山頂などを巡る険しいコースにも関わらず、参加者は、山
道をさっそうと駆け抜けていました。

第7回九州中学選抜卓球大会（熊本県）
に出場された桜が原中学校男子卓球部
の皆さん。

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

ご寄附・ご厚意
ありがとうございました

〈敬称略〉

松原のさとへ▶梶原茂
光と緑の園へ▶正真工業
▶末岡幸人▶たらみ▶日
本缶詰びん詰レトルト食
品協会▶日本児童養護施
設財団

第12回地域再生大賞においてSDGs企業
賞を受賞された九州教具グループ船橋修一
代表（右）と九州教具㈱船橋佐知子副社長。

▼地域と共に歩むチームとして

V・ファーレン長崎と長崎ヴェルカの関係者が市役所を訪
れ両チームの活動報告がありました。5月8日のV・ファー
レン長崎ホームゲームを「大村市サンクスマッチ」とし、市
のPRを行うことなどが説明されました。

がんばってます
祝１００歳 おめでとうございます

緒方　ヨシヱさん
（大正11年4月21日生）

▼陶芸や絵付けを体験

「三彩の里　陶器市」が5月3日から5日までの3日間、三彩
の里で開催されました。施設内の工房で作られた陶器の
販売のほか、陶芸や絵付けの体験コーナーも設けられ、参
加者は自分好みの陶器づくりを楽しんでいました。

県内初の聴覚障がい者のためのシェアハウス「手話ハウ
ス結」が黒丸町に完成。開所式で聴覚障害者居場所づくり
推進委員会の坂口代表は「聴覚障がい者が安心して生活
できる環境づくりに努力します」とあいさつしました。

▼聴覚障がい者が安心して暮らせる家

「第5回NAGASAKIブラス＆マーチングフェスティバル」
がシーハットおおむらで開催されました。3年ぶりの開催
となった今年は「音楽でエール!」をテーマに、参加したチー
ムの熱の入った演奏・演技で観客を魅了していました。

▼3年ぶり吹奏楽&マーチングの祭典
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